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は じ め に
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て認められ,新生児ル-ブスや胎児心ブロックなどとの
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藻 磯 SLE における臨床像と抗 uン脂質抗体
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抗体価を示す.SLE および MCTD で著 しい高値例を
認め亨シー3--グレン症候群では率等渡Uう抗体価紅 ヒ封を
認めたq隠A では全体に軽度の守 男がみられ,PSS で
はいずれ転低値であった.これら0滴ljj=巣より,抗 1]ソ脂
質抗体の疾患糖尿性はやや低いと考えられた
次に,Su王をこおける臨床像と抗 uソ脂質抗体陽性と
の関連について検討 Lたところ,棄 複に示 Lたように,

倉静例において王縦型抗 car繭班画1抗体あるいは IgG
型油os油at豆dy量se血だ抗体の陽性率が有意紅 ET_昇 し
ていた.
抗リン脂貿抗体の臨床的有用性のひた--)とLて予 この

lgGaCLト) lgGaCL(+)

してg二魔 欄が考えられた.そこで私達は予最近 SL蓬まで

問題とな-トている流産 争死産釣 緊終における抗 りソ脂質

抗体の有用性を検討 むJた_囲 嬢をこぼ亨当料で経過観察

中卯 SLE 患者£芦)うち苧妊娠を経験 L/た転7例 61約回妊

娠)a)最終経過を示 した.発症前を含めてク流産 申死慶

は2粉-30%と高率に認めG)れた,
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鼠5抗リン脂質抗体と流死産
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流死産と抗 リン脂質抗体の閑適を検討したところ,園

5で示すよp)に 夏鑑G 型抗 リン脂質抗体,とくに抗

i)h=叩hこIti車1.wrillL､抗休LTI.-_甘い閃連立認八㌧f∴

次 に症 例 を提 示する (閉 環).症例は3息渚身性でか以

前 に 4回 の 薄紙 流産 を認 めた緩 ,SLE と診断された金

診断 町 lミt/I-∴ ＼l-TT ハ 延長 をE詰.､㌦ I;.Ll.H:･肝 打ì;冊 ;

屯高値 を示 して いたが, プ レ ドニ ゾ ｡{ソをこよる治療 の轄

tjl-.Iミド1'頓,症 .･＼門 Vl､lil.･rt;I;lL,.､L∵二もト机 1:二.肝 E'iIJ･lfJ'ト

叡低下 し その後 発軽挙塗児 を得 る ことがで きた申 この よ

うに声抗 リン脂質抗体 は SLE の妊娠 において流産 幹死

能性 が考 え られ た.

抗 リン脂質抗体 と抗 t)hl:＼ 抗体 との関連

抗 リン脂 質抗体 と DNA な ど との交叉反 応 性 をこ-端 ､

て苧 す で に い くつ か 殿 報 鷹 が あ る.Hayy豆S 転は万 抗

card豆浦 pim 抗体 が他 の陰 性荷電 a).)ソ脂質 では抑制 さ

れ るが予SS-1)NA や ds--DNA で は押 詰妻ほ れ な い こ と

図 7 で示 した uソ脂 質 の姦 審構造 の 欝が淵 言分芦 す な れ

ip-一再r… ･itlt一浩 ■十十認 識 i~'ト ′:､∴･1上し･.考え ∴ 畑 -.

しか し9 ---万で は,card遠(賄 うiylと ss-mNA 0)両 者 と

交 叉反応 す る抗体 も次 々 と報告 されて お り, その原 因 と

トIL-両 粧 叫 通甘 号,十 }こ′仁 王~.,,.＼tlLl.:畑 上 目1(叩 ll川ht,l',r

部分 ) を認識 Lて い る ことが強 調 されてい る. さ糾 二段

.廿 Lて∵∴ 妾.rL.:.L･こlrl!iL･'1両 Il扶 持 _;i_:守IIL㍉ ト】う＼ー＼ 重雄 ･ぼ lL通

な 変叉奴托魔 豆鵡息(舶 卵 も線告 きれ て お 産ノ)予 今後, 雨抗

体 の gemeもic W i措em を追 求す る ことをこよ り晋抗体 a)産

生 の激序, さら闘 eESLE の病態 が解 明 され ることが期

待 され るd

ま と め

SLE をこおけ る厩巴抗体 の臨床 的意義 をこ-端 ､て検討 しき

揖~肝の事項 を解 説 Lた七

日 抗 DNA 抗 体 と抗 Sm 老jEi体 は,診 断 的 意義 の 商

ト : -),I-4',.r廿卜1-LT̀.ト立

2)抗 DNA 抗 体 は,疾 患活動性 e)指標 と して着用 子に

抗体 で あ る,

3)抗 tl且RNP 抗 体 や 抗 SS-A 抗体 声抗 リン脂 質 抗

体 な ど殿 よ うをこき あ る特定 の臨床 像 と関連 を もつ抗体 が

存在 す る血

〔)(_'17

射 SLE の病態 や発症機序U)解明をこ着用と考えられる

抗体が明らかにきれている.
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司会 菊池先生ア 今 日は SLE で 鮎血 清学 的 な問題 を

油 os油 の1廟 d をこ対 す る抗体 と象吏娠 とがう関係 とかき か な

り新 しい点 を お話 Lをこな -A)た と思 い ます .SEL に関 し

て は予覚 は免疫 系全体 が非常 に働 いて い るとい い ます か

巣常 を示 して い ることが分 か って い ます 点 自己抗膝 が非

常 をこ調 べ られ て い る訳 です が, その曹灘 にはやは り リン

･＼球 し､}動態 .上 ､･吊 ､し十･rtl:;(･:.■戊 畑 -二.い ∴ J_:し､､代 .揖 5't]

な もの は 迅 リンパ球 が ポ 蔓jタu- ナ ル に aCも宜V離e され

て も､る, とい 3)ことが 言われ て お ります.発症 と糾問逮

あ るいは診断 的意義 とも､うことで盛 ん に今研 究 されて い

ると ころです,SLE Oj研 究 につ きま して は,非 常 をニ≠よ

い動物 モデルがあ り, 二十年 あ るいは三 十年近 く研 究 さ

れて い るのです が,SLE Oう発症 機 序 に開 Lて は 漆だ ほ

とん ど解 らない とい う状態 です, これ か らも自記免疫 が3

中で も SLE とい うのは非常 に.大 きな難 問 の よ うですサ

先程朝 倉先生 がいみ じく鮎お っ L潔つった よ うに も う少 L

全体像 を見て, バ ッタにあ る リンパ球 の動態 とかそ 机 ､

う万 の研究 を進 め F｡れ る ことを願 って お ります が弔 ど う

も有難 Fjござい ま した.それでは基礎 と臨床 の接 点 とい

新 しい敷物 環ニデルに よる病態 の解 析- につ きま して斎

藤 発生 お隣 いも雄二Lます.




